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【中国自動車業界レポート（2023年1月）】
1.1 自動車販売台数

◼ 生産・販売台数はともに減少：ガソリン車の購入税優遇政策とNEV補助金政策の終了、及び春節要因により、1月は生産・販売台数ともにニケタの減少となった。2023年

1月の中国自動車生産台数は前年同月比34.3%減、前月比33.1%減の159.4万台、販売台数は前年同月比35%減、前月比35.5%減の164.9万台。2月に入れば自動車

市場の動きが活発になり、また、各地の消費刺激策の後押しもあることから、生産・販売台数ともにプラスの伸びとなる見通し。

✓ 乗用車：2023年1月の販売台数は前年同月比32.9%減、前月比35.2%減の146.9万台。

✓ 商用車：2023年1月の販売台数は前年同月比47.7%減、前月比38.1%減の18万台。

◼ 輸出は好調：2023年1月の自動車メーカー輸出台数は前年同月比30.1%増の30.1万台。うち乗用車は同35.6%増の25万台、商用車は同8.1%増の5万台、NEVは同

48.2%増の8.3万台。完成車メーカーの中では上汽集団が最大で6.9万台。

◼ 世界自動車販売台数：2022年、グローバルでの自動車総販売台数は前年比0.1%減の8,105万台。第1位は中国で世界販売台数の33.1%を占めた。Top10ではインド

市場が25.7%と大きく伸ばし、日本を抜き世界第3位の自動車市場となった。米国及び欧州は低迷、縮小傾向が見られる。Covid-19の防疫管理が終わったことで、2023

年の世界自動車市場は回復、成長に転じると期待されている。

出所：中国汽車工業協会、盖世汽車網の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

中国自動車月次販売台数（2021-2023年） 国別販売台数（2022年）
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【中国自動車業界レポート（2023年1月）】
1.2 乗用車市場①

出所：中国汽車流通協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

乗用車メーカー卸売販売台数Top10及び市場シェア

備考：Tesla販売台数は輸出3.92万台を含む

◼ 乗用車企業販売台数排名：2023年1月、Top10社のうち、BYD、奇瑞汽車、

Teslaのみが前年同月比増となった。前年同月比大幅減となったのは上汽VW

（-44.9%）、一汽VW（-38.8%）、吉利汽車（-29.3%）等。総販売台数CR10は

62.4%。

◼ ブランド別市場シェア：1月、中資系の市場シェアは2022年比2.2.pt拡大の

49.4%。外資系ではドイツ系が1.9pt拡大した一方で日系、米系のシェアは縮

小傾向にある。

ブランド国別市場シェア
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【中国自動車業界レポート（2023年1月）】
1.2 乗用車市場②

◼ 乗用車モデル別構成比：1月、セダンの販売台数は60.9万台で構成比は

47.1%、SUVは62.3万台で同48.2%、MPVは4.6%となった。

◼ 乗用車モデル別Top10：

✓ セダン：Top10のうち、BYD海豚のみ前年同月比増、その他はすべて減

となった。下げ幅が最も大きかったのは日産Sylphyで同53.0%減。

Top10の合計販売台数は17.96万台、セダン総販売台数CR10は29.5%。

✓ SUV：BYD宋は単月4.97万台を売り上げ、2位以下に大きく差をつけた。

Top10の合計販売台数は17.88万台、SUV総販売台数CR10は28.7%。

✓ MPV：販売台数は前年同月比大きく下げたものの、五菱宏光はMPVトッ

プを維持。MPV総販売台数CR10は72.9%。

出所：中国汽車流通協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

SUV販売台数Top10（2023年1月） MPV販売台数Top10 （2023年1月）

セダン販売台数Top10（2023年1月）
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【中国自動車業界レポート（2023年1月）】
1.3 日系三強

◼ 日系三強：2023年1月、日系メーカーの販売台数も軒並減となった。

✓ トヨタ中国：1月の販売台数は前年同月比23.5%減の11.38万台、うち広汽

トヨタは同24.4%減の7.55万台。Camry、Highlander、Siennaが人気で計

2.97万台売り上げている。

✓ ホンダ中国：1月の販売台数は前年同月比56.2%減の6.42万台と5ヵ月連

続で減少。うち広汽ホンダは4.03万台、東風ホンダは2.39万台。

✓ 日産中国：1月の販売台数は前年同月比64.4%減の4.75万台と6ヵ月連続

で減。うち乗用車（日産、Venucia、INFINITI）の販売台数は4.56万台。

ARIYAとX-Trail e-POWERの発売が待たれる。

出所：新浪汽車の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

各社月次販売台数（2021-2023年）

各社年間販売台数（2015~2023）
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【中国自動車業界レポート（2023年1月）】
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1.4 NEV①

◼ 販売台数は小幅減：NEV補助金政策の終了を受け、1月の中国NEV生産台

数は前年同月比6.9%減の42.5万台、販売台数は同6.3%減の40.8万台と

なった。うちBEVは28.7万台、PHEVは12.1万台、FCVは200台。

◼ 動力別：2021年以降、PHEVの販売台数構成比は徐々に拡大し、1月には

29.7%に達した。中資系各社によるPHEV商品ラインアップ拡大に伴い、構成

比はますます拡大する見通し。

◼ 新車販売台数に占めるNEVの割合：1月の新車販売台数に占めるNEVの割

合は24.7%、昨年末比では7.1pt縮小したものの、前年同月比では7.7pt拡大

している。

出所：中国汽車工業協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

動力別販売台数構成比の変化 新車販売台数に占めるNEVの割合
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【中国自動車業界レポート（2023年1月）】
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1.4 NEV②

◼ 売れ筋モデル：2023年1月のNEV乗用車販売台数Top10のうち、BYDが7モ

デルを占め、Top10総販売台数の76.9%を占める。残りの3モデルは五菱宏

光MINI、Tesla Model Yと理想L9。

◼ Top15：2023年1月、NEV乗用車企業Top15による販売台数は計34.5万台。

うち、BYDは前年同月比61.6%増の15.0万台。前年同月比増となったのは長

安汽車、上汽乗用車、理想及びTesla。他10社は軒並み減となった。Top15社

のうち外資系は3社（Tesla、一汽VW、上汽VW）。

出所：中国乗用車市場信息聯席会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成
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【中国自動車業界レポート（2023年1月）】
1.4 NEV③

◼ 動力電池搭載量は小幅減：2023年1月の動力電池搭載量は前年同月比0.3%

減の16.1GWh。うち、リン酸鉄リチウム電池の搭載量は前年同月比20.4%増

の10.7GWhで、総搭載容量の66.2%を占める。三元系は5.4GWhで同33.7%。

2022年以降、リン酸鉄リチウム電池の構成比は60%前後を占める。

✓ 搭載量Top10：2023年1月、35社の動力電池メーカー製の電池が搭載さ

れた。うちTop10社の搭載量は15.7GWh、総搭載量の97.6%を占め、集

約度はさらに上昇。CATLのシェアは2022年比縮小の一方、BYDが

34.2%とシェアを伸ばしている。

出所：中国汽車動力電池産業創新聯盟の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

動力電池別月次搭載量構成比（2023年1月） 動力電池搭載量Top10社（2023年1月）
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【中国自動車業界レポート（2023年1月）】
2 新発売のモデル（1月11日-2月10日）

出所：新浪汽車の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

No. 発売日 モデル
販売価格

(万元)
タイプ 排気量

航続距離
（BEVモード）

製造 セールスポイント

1 1.13
2023モデル

Lavida
12.09-15.09 セダン

1.5L、1.2T

1.4T
- 上汽VW

• 17インチブレードホイール、12インチの大型スク
リーン

2 1.16
2023モデル

BMW 5シリーズ
43.65-56.25 セダン 2.0T - 華晨BMW

• 8ATギアボックス、12.3インチの液晶インパネと
中央制御パネル、スピーカー16台

3 1.17

2023モデル
Audi Q5L 

40Tスポーツタイプ
42.05 SUV 2.0T - 一汽Audi • 湿式7速DCT+quattro 4WDシステム

4 2.1
羿

モデルチェンジ
13.98-19.98 セダン - 400-520km 江鈴集団

• 密閉型フロントグリル、液晶パネルとセンターコン
ソールパネルのダブルスクリーン、シングルモー
ターとデュアルモーターの2種類をご用意

5 2.1
哪吒V

モデルチェンジ
8.39-12.38 SUV - 301km、401km 哪吒汽車

• 12インチ吊り下げ型液晶インパネ、14.6インチの
センターコントロールパネル

6 2.3 家宝 4.69-5.69 セダン - 122km、172km 北汽（製造） • コンパクトカー。吊り下げ型デュアルスクリーン

7 2.4 征服者PLUS 8.58-11.08
ピックアップ
トラック

2.4L、2.0T - 福田汽車
• ガソリン版とディーゼル版。6速MT、2WDと4WD

から選べる

8 2.6 斯威大虎Edi 9.99-12.39 SUV 1.5L - 斯威汽車
• 大型吊り下げ式センタースクリーン、レンジエクス
テンダー式ハイブリッドシステム、総合航続距離
は1000km

9 2.8 理想L7 31.98-37.98 SUV 1.5T 210km 理想汽車
• 透過式LED昼間走行灯、吊り下げ式デュアルス
クリーン、後部座席には天井からスクリーン

10 2.10 智己LS7 30.98-45.98 SUV - 602-660km
上汽集団
（OEM）

• 昇降式大型スクリーン、D型ステアリング、重力
ゼロのシート、助手席は折り畳み式、ホイール
ベースは3060mm
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【中国自動車業界レポート（2023年1月）】
3 自動車業界動向（1月11日-2月10日）

出所：新浪汽車の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

No. 企業 動向

1 ホンダ中国

• 1月12日、本田技研工業（中国）投資有限公司と東風汽汽車集団股份有限公司は共同で、商用車にホンダの燃料電池システムを搭載するための
技術検証を湖北省で実施すると発表。

• 1月30日、ホンダ中国は本田技研科技（中国）有限公司（HMCT）と本田生産技術（中国）有限公司（EGCH）の子会社2社を合併する。合併後は
HMCTを存続会社とし、EGCHの主要業務はHMCTの広州分公司が引き継ぐ。

2 威馬汽車
• 1月12日、APOLLO出行（00860.HK）は公告において、20.2億米ドル（約158億香港ドル）で威馬控股傘下のWM MOTOR（威馬汽車）を買収する
と発表。威馬汽車はAPOLLO出行を通じて裏口上場する見通し。

3 VW中国
• 1月16日、VW group Chinaは、華友鈷業傘下の江蘇華友能源科技有限公司と共同で「30kW78kWh フルタイムアクティブバランスカスケードモバ
イル蓄エネシステム」試験事業を実施する。

4
ファラデー・
フューチャー

• 1月18日、ファラデー・フューチャーは湖北省黄岡市政府と2022年第3四半期に締結した「戦略枠組み協議」に基づき、黄岡市に中国総本部を設立
することを発表

5 吉利汽車

• 1月20日、吉利汽車は公告で子会社Linkstateは吉利国際香港よりマレーシアProtonの株式及び負債をそれぞれ10.63億元と5,639万米ドルで取
得する、さらにDHG（Protonの債務整理のために設立した会社）の株式を1米ドルで取得。これによりLinkstateはProtonとDHGの株式それぞれ
49.9%を保有する。これによりProtonの業績は吉利の財務報告書に記載されるようになる。

• 1月22日、ミドル・ハイエンドの新たなNEVシリーズを打ち出すと発表。2023年に最初のモデルを発表する。

6 Schaeffler
• 1月31日、SchaefflerのNEV中核部品工場建設工事が江蘇省太倉市で着工。総投資額は3億米ドル、主にNEV駆動部品の開発、生産、販売等を
行う。

7 BYD • 1月31日、BYDは日本市場で正式にEVを発売。最初のモデルはATTO 3（元Plus）で販売価格は440万円、3月より納車する。

8 奇瑞集団
• 2月1日、奇瑞集団は2023年1月1日より星途、奇瑞、捷途、奇瑞新能源の四大ブランドの全シリーズ（営業車両を除く）を購入したファーストオー
ナーは永年品質保証政策を受けることができると発表。

9 東風新能源
• 2月2日、東風集団は襄陽市と東風新能源乗用車プロジェクトの枠組み協議書を締結、総投資額は53.1億元。襄陽にNEV乗用車工場を建設、東風
が自主開発したS31フルサイクル型モデルを生産する。

10 トヨタ • 2月6日、RoboSense（速騰聚創）は中国のLiDARメーカーとして初めてトヨタのサプライチェーンに参画することとなった。
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3 自動車業界動向—補助金終了における各社対応

出所：中国汽車報の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

◼ NEV各社も市場競争へ：2023年1月1日より、13年続いたNEV購入補助金政策が終了、これに対して、値上げにより利益を保持しようとするメーカーがある一

方で、値下げにより市場シェアを伸ばすことを選ぶメーカーもある。

値上げした完成車メーカー 値下げした完成車メーカー

時間 メーカー 具体的内容

1月1日 BYD
• 王朝シリーズ、海洋シリーズ及び騰勢について

0.2-0.6万元値上げ。

1月1日 奇瑞新能源
• 小螞蟻は0.6-0.9万元値上げ、無界Proは0.3万元
値上げ。

1月1日 零跑汽車
• 零跑T03全シリーズは0.3万元値上げ、零跑C11

シリーズは0.6万元値上げ。

1月1日 一汽-VW • IDシリーズは個別モデルを除き0.66万元値上げ。

1月1日 上汽VW
• IID.3エントリーモデルは1.3万元値上げ、他IDシ
リーズは0.66万元。

1月5日 幾何汽車 • 傘下の多くのモデルで0.3-0.6万元値上げ。

1月9日 上汽栄威
• 傘下のeRX5、Ei5、科莱威等で0.5-0.8万元値上
げ。

1月11日 広汽埃安 • 3月に傘下モデルを0.3-0.6万元値上げする。

1月16日 威馬汽車
• 傘下のW6、EX5-Z、E.5等多くのモデルで1.5-2.5

万元値上げ。

2月1日 BMW中国
• BMWi3全シリーズで0.4万元、BMWiX全シリーズ
で0.51万元、BMWi4は1-2万元値上げ。

時間 メーカー 具体的内容

1月1日 嵐図汽車
• 3月1日以前にFREE全シリーズを購入した消費者に
対し3万元の補助。

1月6日 Tesla
• 国産Model 3とModel Yは2-4.8万元値下げ、Model 3

は22.99万元から、Model Yは25.99万元から

1月13日 AITO問界
• フル装備タイプ以外のM5 EV、M7は2.88-3万元値下
げ。既に納車済みの顧客に対し2.3-3.5万元の特典を
プレゼント。

1月17日 小鵬汽車 • 全体的に2-3.6万元値下げ。

1月17日 領跑汽車 • 5,000元の前金で3万元値引き

1月30日 上汽GM五菱 • 3月31日まで、宏光MINIEVは0.3万元値下げ。

1月30日 吉利汽車
• 帝豪オンライン予約版、帝豪タクシー版全シリーズを

1.3万元値下げ。

1月31日 極氪汽車 • 極氪001全シリーズで1.72万元値下げ。

2月1日 広汽埃安
• 一部モデルで5000元/台のインセンティブ。及び3年間
無利息、頭金比率の引き下げ、ローン補助など

2月1日 Volvo
• 2月1日-3月31日、C40、XC40について5000元の前
金で2.5万元を値引きする。

2月9日 広汽トヨタ
• 2月9日-2月28日、bZ4Xは3万元値下げ。値下げ後の
販売価格は16.98万元から。
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3 自動車業界動向—中央及び地方の新政策

出所：工信部、乘聯会、新浪汽車の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

◼ 新政策：消費を推進し経済回復を急ぐため、2023年も中央及び地方政府は消費刺激策を打ち出し消費の活性化を図る。北京、上海、天津、鄭州、瀋陽等では自動

車消費券の発行やNEV購入補助金の延長などを通じて、自動車の販売を促進。また貴州、浙江、海南、雲南、江蘇省南京市等でも関連政策を公布し自動車消費

市場の最適化を図っている。

全国
• 1月1日~12月31日、NEVの車両購入税

減免措置を延長

• 2月3日より全国で公共用車両の全面電

動化試行エリアを展開

上海
• 1月1日~6月30日、個人消費者がBEV

に買い替えた場合10,000元/台の補助

金を支給

河南鄭州
• 1月1日~3月10日、1億元分の自動車消

費券を発行、うちICVは6,000万元分、

NEVは4,000万元分

江蘇無錫
• 1月22日より、総額1,200万元のNEV消

費券を発行

• 補助金基準はEV 3,000元/台，PHEV、

REEV、FCV 1,500元/台

遼寧瀋陽
• 1月10日~2月28日、4,000万元分の自

動車消費券を発行。ICVは最大3,000元、

NEVは最大4,000元

天津
• 1月11日より6,000万元分の自動車消費

補助金を支給

• 1台あたり最大6,000元を補助

北京大興区
• 2月、計1,500万元分の自動車消費券を

発行

• 1台あたり最大3,000元を補助

山東
• 1月1日~6月30日、2億元分の自動車消

費券を発行。ICVの場合は5,000元、

NEVは6,000元、買い替えは7,000元

遼寧大連
• 2月1日-3月31日、第1弾として総額

5,000万元分の自動車消費券を発行

• 第2弾目の時期は未定
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4 中古車市場

出所：中国汽車流通協会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

◼ 中古車取引台数：2023年1月の中古車取引台数は前年同月比15.9%減の

124.8万台、取引額は780.3億元。セダン、SUV、MPVの取引台数は軒並

み減となった。全国各地で自動車消費刺激策が打ち出され、自動車を買い

替える人が増加するため、2月の取引台数は増加する見通し。

◼ 地域別取引状況：中国六大エリアでは、華北のみ微増、他エリアはすべて2

ケタの減となった。

◼ 省を超えた流通状況：1月は春節の影響もあり、転籍台数はわずか31.1万

台、転籍率は24.9%と昨年12月よりやや減、前年同月比でも1.2pt減となっ

た。

中国六大エリアの中古車取引状況 省を超えた流通状況

中古車月次取引台数
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5 ナトリウム電池

出所：乘聯会の発表に基づき、みずほ銀行（中国）中国アドバイザリー部作成

電池種類
三元系

LiB
リン酸鉄

LiB
マンガン酸鉄

LiB
鉛蓄電池

ナトリウム
電池

エネルギー密度
（Wh/kg）

200-300 120-160 123-145 30-50 100-150

サイクル寿命
（回）

800-1500 3000-6000 600-800 300-500 2000-5000

-20℃容量保持率 70% ＜70% 83% ＜60% ＞88%

安全性 低 一般 低 一般 一般

環境性 一般 一般 良好 一般 良好

応用領域 自動車
自動車、
蓄エネ

自動車
低速電動車

低速電動車 —

材料 層状酸化物
プルシアンブルー

類似体
ポリアニオン型

構造 三元系リチウムと相似 — リン酸鉄リチウムと相似

比容量
（mAg/g）

100-220 100-200 90-140

作動電圧(V) 3.1 3.0-3.5 3.0-4.0

サイクル寿命
(回)

≈3000 ≈2000 ＞5000

強み
比容量高、エネルギー

密度高

比容量高、エネルギー
密度高、低コスト、レート

特性良好

高電圧、サイクル寿命
が長い、空気安定性が

良い

弱み
サイクル寿命が短い
湿気が多いと安定しな

い

導電性が低い
結晶水によりサイクル寿

命が短くなる

比容量低、導電性は悪
い、エネルギー密度が

低い

材料 ハードカーボン ソフトカーボン グラファイト

比容量(mAg/g) 300-350 200-220 ＜31

距离(nm) 0.37-0.42 0.34-0.37 ≈0.335

電極膨張率 (%) ≈1 1-10 ≈10

低温及び
急速充電性能

-50℃/ ＞10C -20℃/ 10C -15℃/ 3C

循環能力 高 高温下快速下降 中

安全性 高 高 中

原材料
樹脂/アスファルト/

バイオマス
アスファルト/石油コー

クス

天然グラファイト/

アスファルト/

石油コークス

コスト 高 中 低

◼ ナトリウム電池とは：正極材、負極材、電解液、セパレーター、バッテリー

ケース等から成り、その作動原理はリチウムイオン電池と同じく、正極と負

極の間をイオンが移動することで充電や放電を行う。

◼ 政策支持：国家発展改革委員会、国家能源局は『新型蓄エネ発展の加速

推進に関する指導意見』、『「第14次五ヵ年」エネルギー領域の科学技術イ

ノベーション新計画』『「第14次五ヵ年」新型蓄エネ発展実施方案』次々と発

表し、ナトリウムイオン電池等次世代の高性能蓄エネ技術の開発を提起し

ている。

◼ 業界発展：現在、ナトリウム電池業界はまだ量産化前のテスト段階で、市場

の成熟にはまだ一定の時間が必要。蜂巢能源、蔚藍鋰芯、孚能科技等の

上場会社はナトリウム電池の量産化進捗状況を発表、現在は完成車メー

カーや蓄エネ企業にサンプルを送っている段階である。

ナトリウム電池の正極材比較 ナトリウム電池の負極材比較

電池性能比較
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